
給食当番エプロン等のご用意 

ありがとうございます 
 健康面や衛生面等を鑑み、１１月下旬から給
食当番で使用するエプロン等につきましては、
各ご家庭でご用意いただいております。保護
者の皆様におかれましては、エプロンや三角
巾等をご用意いただきまして、ありがとうござい
ます。まだご準備されていないご家庭がありま
したら、今学期中にご準備をいただきますよう
ご協力をお願いいたします。 

  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

日 曜 １月の行事予定 

９ 火 第３学期始業式 ３時間授業 

10 水 
３時間授業 校内書き初め競書会① 

発育測定（６年） 一斉下校 

11 木 

給食開始 

校内書き初め競書会② 

発育測定(１・２・４年・なかよし) 

12 金 
TK式学力テスト（全学年） 

発育測定（３・５年） 

15 月 知能テスト１年 

16 火 委員会  

17 水 学校保健委員会  ドリームタイム 

18 木 
スクールカウンセラー来校日 

ピースキャラバン６年 

19 金 避難訓練（不審者対応） 

23 火 クラブ（３年生見学あり） 

24 水 関小学校新１年生入学説明会 

25 木 教育相談日① 

26 金 教育相談日② 

30 火 委員会 

日 曜 ２月の行事予定 

６ 火 クラブ（３年生見学あり） 

７ 水 
５時間授業 
中央中学校区小中一貫教育研究発表会 

15 木 
スクールカウンセラー来校日 
アクティビティコンサート①（3・6年） 

16 金 アクティビティコンサート②（3・6年） 

20 火 
第２回学校運営協議会 
ありがとうの会 

22 木 ５時間授業  学習参観・懇談会 

26 月 通学班編成  一斉下校 

27 火 委員会（今年度最終） 

1月は、１・２月分の給食費（4100円×２）
が、まとめて１月４日（木）に引き落とされて
います。 
振替えができなかった場合は、1月１５日 
（月）に再振替があります。ご確認をお願い
いたします。 
３月分の振替は２月１日（木）、 
再振替日は２月１５日（木）です。 
（今年度最終の振替です。） 

まなびあう 
たすけあう 
みがきあう 
 

 児童数  

４１５名 

吉川市立関小学校 学校だより 

      令和６年 １月号 

吉川市吉川団地１－１０ 

ＴＥＬ ０４８（９８２）６２４７  

ＦＡＸ ０４８（９８４）５２７２ 

生活目標 

ふくそうを 

整えよう 

 

転出のご連絡はしだい、お早めに 

学校は、法令により学年の児童数で学級
数が決まり、配置される教員数が決まりま
す。一人の児童の増減で学級も増減すると
いうことが起こりますし、それに伴って教
員数の増減も起こります。年度末が近づく
にあたり、お仕事の都合等で転出する予定
がある場合には、まだ見込みであってもま
ずは学校まで知らせください。よろしくお
願いいたします。 

吉川市教育大綱   

家族を 郷土を 愛し 志を立て 凛として生きてゆく 

 

「甲辰」「辰年」は、成功の芽が成長し、姿を整えていく年 

                             校長 清水 孝二 

明けましておめでとうございます。 
吉川市立関小学校では、本日から３学期が始まり、子供たちの元気な声が戻ってき

ました。皆様そろってお健やかに、新年をお迎えのことと思います。 
さて、辰年である２０２４年の干支は「甲辰（きのえ・たつ）」です。御存知のよ

うに、「十二支」は、「子・丑・寅・卯・辰・巳・午・未・申・酉・戌・亥」と、そ
の年を１２種類の動物になぞらえたものです。 
この「十二支」が「干支」の意味で用いられることが多いですが、 
「干支」とは、本来「十干（じっかん）十二支」を略した呼び名で、 
「十干」と「十二支」を組み合わせたものです。その「十干」は、 
甲（きのえ）、乙（きのと）、丙（ひのえ）、丁（ひのと）、 
戊（つちのえ）、己（つちのと）、庚（かのえ）、辛（かのと）、 
壬（みずのえ）、癸（みずのと）の総称で、もとは１から１０ 
までものを数えるための言葉であったといわれています。「十二 
支」や「十干」は数や方角だけでなく、それぞれ独自の意味を持っており、一番目の
「甲」は、第一位、優勢であることを表す他、「甲」の文字から鎧や兜を連想させ、
種子が厚い皮に守られて芽を出さない状態や、物事に対して耐え忍ぶ状態を表す文字
です。「生命や物事の始まり、成長」も意味しているといわれます。 
一方、中国の古い書物によると、辰は「ふるう、ととのう」を意味する「振」で、

陽気が動いて万物が振動し、草木もよく成長して形がととのった状態を表すと解釈さ
れています。 
この２つの組み合わせである甲辰には、「成功という芽が成長していき、姿を整え

ていく」年であると願いを込めて言うことができます。 
昨年２０２３年「卯年」の特徴は、「これまで努力してきたことが結果となって表

れ、大きく飛躍・向上する年」でしたから、今年はそれが整って成果として形に表れ
る年となるとよいと思っております。 
実際、６０年前の１９６４年甲辰の年には、日本が誇る世界初の高速鉄道、東海道

新幹線が開業しました。青函トンネルや東京スカイツリーの開業も辰年でした。 
今年２０２４年は、インフルエンザ等の感染予防に努めながらも、これまでの積み

重ねてきたこと、新たな挑戦を踏まえて、成果として姿を整え、子供たちも学校も飛
躍する１年にしたいと考えております。 
本年も本校の教育活動にご支援とご協力をよろしくお願いします。 
末筆で失礼いたしますが、元旦夕刻の能登半島地震の被災の皆様方に、お見舞いを

申し上げます。 

 
 


